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上三川小学校学校経営ビジョン
３２９－０６１１ 栃木県河内郡上三川町上三川４５９４番地
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総括目標 「地域と共に、自分の力で 自分の未来を 豊かに拓いていく 人間の育成」

教育の役割 「豊かな人間性の育成」と「学力の向上」をねらいとする教育活動の推進

１ 学校運営協議会の設立・コミニティ・スクール
地域の教育力を子どもたちに提供していくた
めに、学校運営協議会機能を強化する。

２ 学校奉仕活動の充実
年２回、教職員と保護者の総動員で校舎内外
の清掃・美化活動を実施。教職員も一緒にな
って学校奉仕活動に取り組む。

３ ふれあいお楽しみ会の実施
地区社会福祉協議会と学校・ＰＴＡが一体と
なり、子どもたちに楽しい行事を提供する。

４ 収穫祭（さんま焼き）の実施
地区社会福祉協議会と学校・ＰＴＡが一緒に
なり、伝統の学校行事を実施する。

１ 伝統の全校遠足の実施
５月１日学校創立記念日に、全校児童が
縦割り班をつくり、富士山公園に行き班
別ゲーム活動などをして楽しく過ごす。

２ 農園活動（さつまいも畑を作る）
畑を耕しさつまの苗を植え、収穫祭で使
用するサツマイモを育てる。

３ さんま焼き・さつまいも焼き体験
たき火をつくり、サマイモを焼いたり、
さんまを焼いたりしながら様々な実体験
をする。地域の大人とふれあう機会提供

４ ベルマーク活動・空き缶リサイクルの推進
各々の児童の積極的な活動を推進する。

１ 教育相談・早期アセスメントの実施
子どもの育ちについて、保護者と相談支
援を実施し、早期に適切な療育等が始め
られるようにする。発達の臨界期を理解

２ 福祉・医療との連携強化
町福祉課や児童の専門ドクターと連絡を
密にし、個別の福祉的課題の解決に向け
た具体策に取り組む。児童福祉の充実

３ 個別の支援
学校に登校したがらない児童や、学力低
下等が確認された児童に対して、一人一
人と丁寧に関わり、個別の支援を実施する。

４ 特別支援教育研修の充実
職員のスキルアップを図る研修の実施
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」

「伸びよう 伸ばそう 上三川の子どもたち」 学 校 教 育 目 標

○か 活気ある生活は 三度の食事から

○み みんなでかわそう 明るいあいさつ

○の 伸びる子は 毎日欠かさず 家庭学習

○か がんばる心と体は よい眠りから

○わ 忘れずに 元気の源 しっかり運動

○ 豊かな心をもち、助け合える子
【 な か よ く 】 徳育

○ 自ら学び、よく考える子
【 か し こ く 】 知育

○ 元気よく、がんばりぬく子
【 た く ま し く 】 体育

目 指 す 学 校 像

目 指 す 教 職 員 像

１ 明るく活力のある学校

２ 共に学び合う楽しい学校

３ 保護者・地域から信頼される学校

１ 健康で情熱のある教職員
・教育への使命感・情熱・愛情

２ 子どもと友に歩む教職員
・共に学び・共に活動・協働実践

３ 自己を磨き高める教職員
・自己研鑽・専門性の向上

上三川町子どもスマホ・携帯ルール

１ 終了時刻は９時までにします。
２ 使用時間は１日１時間以内にします。
３ 個人情報を流さないようにします。
４ 相手を傷つける言葉を使わないように
します。

５ フィルタタリングを使用します。 創立１４６周年

全 校 遠 足

地域のボランティアの方々

な か よ し 班 活 動

ベ ル マ ー ク ア ル ミ 缶 回 収

地域の方々に
感謝する会

収 穫 祭 ・ さ ん ま 焼 き

農 園 活 動

上 小 の 教 育上小図書ボランティア 地区社協ふれあいお楽しみ会

ミ ュージック コンサート
合 唱 部 の 活 躍持 久 走 大 会

社会に開かれた教育課程の実施 豊 か な 体 験 活 動 児童育成支援室機能の強化

サ マ ー ス ク ー ル


